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この図によれば、1955 年から 1970 年までは、ＧＤＰの高度成長は資本寄与度、全要素生産性寄与
度がそれぞれ半分程度であった。これが、1970 年～1985 年までの間において、全要素生産性寄与度
が資本寄与度を大幅に下回るようになるにつれて、ＧＤＰもジリ貧の傾向を示すようになってきてい
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 【表 6-1】企業数基準での中小企業の割合 
年 企 業 数 構 成 比  （ ％ ） 企 業 数 構 成 比  （ ％ ） 企 業 数 構 成 比  （ ％ ） 企 業 数 構 成 比  （ ％ ）
鉱 業 200 1 2 ,6 1 8 99 . 7 2 ,2 7 6 8 6.6 9 0 .3 2 ,6 2 7 1 0 0 .0
2 0 0 4 2 ,3 0 6 99 . 8 2 ,0 2 7 8 7.7 5 0 .2 2 ,3 1 1 1 0 0 .0
2 0 0 6 2 ,0 8 2 99 . 8 1 ,8 4 4 8 8.4 4 0 .2 2 ,0 8 6 1 0 0 .0
建 設 業 200 1 5 43 ,3 9 7 99 . 9 5 16 ,4 0 5 9 5.0 3 6 3 0 .1 5 4 3 ,7 6 0 1 0 0 .0
2 0 0 4 5 07 ,0 8 6 99 . 9 4 84 ,8 2 8 9 5.6 3 1 9 0 .1 5 0 7 ,4 0 5 1 0 0 .0
2 0 0 6 4 89 ,3 4 3 99 . 9 4 68 ,4 0 0 9 5.7 3 0 2 0 .1 4 8 9 ,6 4 5 1 0 0 .0
製 造 業 200 1 5 48 ,8 3 0 99 . 6 4 89 ,3 0 6 8 8.8 2 ,1 2 1 0 .4 5 5 0 ,9 5 1 1 0 0 .0
2 0 0 4 4 89 ,1 1 5 99 . 6 4 33 ,9 1 7 8 8.4 1 ,9 4 1 0 .4 4 9 1 ,0 5 6 1 0 0 .0
2 0 0 6 4 55 ,6 2 1 99 . 6 4 01 ,5 9 7 8 7.8 2 ,0 0 2 0 .4 4 5 7 ,6 2 3 1 0 0 .0
電 気 ・ガ ス ・熱 供 給 ・ 200 1 5 1 0 94 . 8 2 6 6 4 9.4 2 8 5 .2 5 3 8 1 0 0 .0
水 道 業 200 4 4 9 0 94 . 6 2 6 2 5 0.6 2 8 5 .4 5 1 8 1 0 0 .0
2 0 0 6 5 3 7 94 . 7 2 9 5 5 2.0 3 0 5 .3 5 6 7 1 0 0 .0
情 報 通 信 業 200 1 32 ,2 4 0 96 . 8 19 ,4 8 6 5 8.5 1 ,0 7 0 3 .2 3 3 ,3 1 0 1 0 0 .0
2 0 0 4 30 ,8 1 5 96 . 5 18 ,3 5 8 5 7.5 1 ,1 2 9 3 .5 3 1 ,9 4 4 1 0 0 .0
2 0 0 6 33 ,8 1 4 96 . 5 20 ,1 3 7 5 7.4 1 ,2 3 8 3 .5 3 5 ,0 5 2 1 0 0 .0
運 輸 業 200 1 86 ,0 4 6 99 . 7 66 ,9 9 9 7 7.6 2 8 1 0 .3 8 6 ,3 2 7 1 0 0 .0
2 0 0 4 80 ,4 7 9 99 . 7 62 ,3 4 5 7 7.2 2 6 2 0 .3 8 0 ,7 4 1 1 0 0 .0
2 0 0 6 77 ,1 3 2 99 . 6 58 ,8 3 3 7 6.0 2 7 1 0 .4 7 7 ,4 0 3 1 0 0 .0
卸 売 ・小 売 業 200 1 1 ,3 09 ,9 8 4 99 . 5 1 ,0 92 ,0 4 2 8 3.0 5 ,9 3 8 0 .5 1 ,3 1 5 ,9 2 2 1 0 0 .0
2 0 0 4 1 ,1 60 ,1 1 7 99 . 6 9 58 ,1 1 7 8 2.2 5 ,1 4 1 0 .4 1 ,1 6 5 ,2 5 8 1 0 0 .0
2 0 0 6 1 ,1 09 ,6 3 0 99 . 6 9 19 ,3 1 0 8 2.5 4 ,7 9 1 0 .4 1 ,1 1 4 ,4 2 1 1 0 0 .0
　 　 　卸 売 業 200 1 2 55 ,5 8 7 99 . 1 1 76 ,3 7 4 6 8.4 2 ,3 9 4 0 .9 2 5 7 ,9 8 1 1 0 0 .0
2 0 0 4 2 52 ,3 8 9 99 . 2 1 76 ,3 6 0 6 9.3 2 ,1 3 1 0 .8 2 5 4 ,5 2 0 1 0 0 .0
2 0 0 6 2 31 ,7 5 5 99 . 1 1 61 ,0 1 9 6 8.9 2 ,0 9 1 0 .9 2 3 3 ,8 4 6 1 0 0 .0
　 　 　小 売 業 200 1 1 ,0 54 ,3 9 7 99 . 7 9 15 ,6 6 8 8 6.6 3 ,5 4 4 0 .3 1 ,0 5 7 ,9 4 1 1 0 0 .0
2 0 0 4 9 07 ,7 2 8 99 . 7 7 81 ,7 5 7 8 5.8 3 ,0 1 0 0 .3 9 1 0 ,7 3 8 1 0 0 .0
2 0 0 6 8 77 ,8 7 5 99 . 7 7 58 ,2 9 1 8 6.1 2 ,7 0 0 0 .3 8 8 0 ,5 7 5 1 0 0 .0
金 融 ・保 険 業 200 1 34 ,2 8 1 99 . 1 33 ,1 2 6 9 5.8 3 1 3 0 .9 3 4 ,5 9 4 1 0 0 .0
2 0 0 4 30 ,1 9 2 99 . 1 29 ,1 2 0 9 5.6 2 8 3 0 .9 3 0 ,4 7 5 1 0 0 .0
2 0 0 6 29 ,9 8 5 99 . 1 28 ,8 7 0 9 5.4 2 7 1 0 .9 3 0 ,2 5 6 1 0 0 .0
不 動 産 業 200 1 2 97 ,0 8 2 1 00 . 0 2 93 ,7 8 2 9 8.9 9 4 0 .0 2 9 7 ,1 7 6 1 0 0 .0
2 0 0 4 2 87 ,0 0 5 1 00 . 0 2 83 ,7 0 4 9 8.8 9 1 0 .0 2 8 7 ,0 9 6 1 0 0 .0
2 0 0 6 2 85 ,7 1 0 1 00 . 0 2 82 ,3 4 4 9 8.8 1 0 2 0 .0 2 8 5 ,8 1 2 1 0 0 .0
飲 食 店 、 宿 泊 業 200 1 7 42 ,7 1 0 99 . 9 6 55 ,6 4 1 8 8.2 9 1 4 0 .1 7 4 3 ,6 2 4 1 0 0 .0
2 0 0 4 6 77 ,3 7 7 99 . 9 5 97 ,9 8 0 8 8.2 8 8 3 0 .1 6 7 8 ,2 6 0 1 0 0 .0
2 0 0 6 6 47 ,7 5 4 99 . 9 5 73 ,2 7 7 8 8.4 8 6 0 0 .1 6 4 8 ,6 1 4 1 0 0 .0
医 療 、 福 祉 200 1 1 75 ,5 4 2 99 . 9 1 34 ,9 9 5 7 6.8 2 6 1 0 .1 1 7 5 ,8 0 3 1 0 0 .0
2 0 0 4 1 78 ,7 4 3 99 . 9 1 36 ,0 9 8 7 6.0 2 4 9 0 .1 1 7 8 ,9 9 2 1 0 0 .0
2 0 0 6 1 88 ,5 1 4 99 . 9 1 41 ,9 8 2 7 5.2 2 3 8 0 .1 1 8 8 ,7 5 2 1 0 0 .0
教 育 、 学 習 支 援 業 200 1 1 19 ,1 0 0 99 . 9 1 08 ,1 1 5 9 0.7 1 2 2 0 .1 1 1 9 ,2 2 2 1 0 0 .0
2 0 0 4 1 14 ,7 2 0 99 . 9 1 04 ,1 6 7 9 0.7 1 2 3 0 .1 1 1 4 ,8 4 3 1 0 0 .0
2 0 0 6 1 15 ,8 0 3 99 . 9 1 04 ,8 9 0 9 0.5 1 3 1 0 .1 1 1 5 ,9 3 4 1 0 0 .0
複 合 サ ー ビ ス 事 業 200 1 3 ,9 6 0 1 00 . 0 3 ,9 5 7 9 9.9 0 0 .0 3 ,9 6 0 1 0 0 .0
2 0 0 4 3 ,5 8 8 1 00 . 0 3 ,5 8 7 1 0 0.0 0 0 .0 3 ,5 8 8 1 0 0 .0
2 0 0 6 3 ,7 1 7 1 00 . 0 3 ,7 0 7 9 9.7 1 0 .0 3 ,7 1 8 1 0 0 .0
サ ー ビ ス 業 200 1 7 93 ,3 0 8 99 . 8 6 85 ,7 7 3 8 6.2 1 ,9 1 7 0 .2 7 9 5 ,2 2 5 1 0 0 .0
( 他 に 分 類 200 4 7 63 ,7 5 7 99 . 8 6 62 ,3 5 3 8 6.5 1 ,8 9 1 0 .2 7 6 5 ,6 4 8 1 0 0 .0
さ れ な い も の ) 200 6 7 58 ,0 7 7 99 . 7 6 57 ,5 8 3 8 6.5 2 ,1 1 0 0 .3 7 6 0 ,1 8 7 1 0 0 .0
非 1 次 産 業 計 200 1 4 ,6 89 ,6 0 8 99 . 7 4 ,1 02 ,1 6 9 8 7.2 1 3 ,4 3 1 0 .3 4 ,7 0 3 ,0 3 9 1 0 0 .0
2 0 0 4 4 ,3 25 ,7 9 0 99 . 7 3 ,7 76 ,8 6 3 8 7.1 1 2 ,3 4 5 0 .3 4 ,3 3 8 ,1 3 5 1 0 0 .0
2 0 0 6 4 ,1 97 ,7 1 9 99 . 7 3 ,6 63 ,0 6 9 8 7.0 1 2 ,3 5 1 0 .3 4 ,2 1 0 ,0 7 0 1 0 0 .0
産 業
合 計う ち 小 規 模 企 業
中 小 企 業 大 企 業
資 料 ： 総 務 省 「 事 業 所 ・ 企 業 統 計 調 査 」 再 編 加 工
（ 注 ） 　 1 .企 業 数 ＝ 会 社 数 ＋ 個 人 事 業 所 （ 単 独 事 業 所 及 び 本 所 ・ 本 社 ・ 本 店 事 業 所 ） と す る 。
　 　 　 　 2 .中 小 企 業 基 本 法 改 正 後 の 定 義 に 基 づ き 、 常 用 雇 用 者 3 0 0 人 以 下 （ 卸 売 業 、 サ ー ビ ス 業 は 1 0 0 人 以 下 、
　 　 　 　 5 .産 業 分 類 は 、 2 0 0 2 年 3 月 改 訂 の も の に 従 っ て い る 。
　 　 　 　 　 20 0 1 年 は 旧 分 類 の 産 業 小 分 類 を 新 分 類 の 産 業 小 分 類 に 接 続 して 作 成 した 。
　 　 　 　 　 小 売 業 、 飲 食 店 は 5 0人 以 下 ） 、 ま た は 資 本 金 3 億 円 以 下 （ 卸 売 業 は 1億 円 以 下 、 小 売 業 、 飲 食 店 、 サ ー
　 　 　 　 　 ビ ス 業 は 5 ,0 0 0 万 円 以 下 ） の 企 業 を 中 小 企 業 とす る 。
　 　 　 　 3 .常 用 雇 用 者 2 0 人 以 下 （ 卸 売 業 、 小 売 業 、 飲 食 店 、 サ ー ビ ス 業 は 5 人 以 下 ） の 企 業 を 小 規 模 企 業 とす る 。
　 　 　 　 4 .小 規 模 企 業 の 構 成 比 は 全 企 業 数 に 占 め る 割 合 と す る 。
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 【表 6-2】中小企業における下請け企業数と下請け企業の割合の推移 
 




















































































































































































































































































この社内起業家人材は、2008 年度で満 47 歳である。1984 年 10 月に、現在の会社にＳＥとして入
社した。入社当時は、メーカ系のユーザに対してＳＥとしてシステムの開発に従事してきた。そして、
1992 年に 31 歳で主任に昇進、1997 年に 36 歳で規模なコンピュータシステムのインフラ整備を担当
する部門の課長として昇進、2002 年に 41 歳で部長昇進、2006 年に 45 歳で事業部長代理職である統





























































現在は、開発技術のトレンドに準拠して、Microsoft .NET Framework の環境で構築するパッケー










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10.1. 1997 年の制度改定 














 【表 10-1】人事制度改定の主な施策と実施時期 
施策 内容 実施時期 
職位体系改定 複線型職位体系の導入 １９９７年４月 
目標管理制度の導入 業績レビューシートの導入 １９９７年上期 

















  ＜オピニオン・サーベイの実施概要＞ 
• 回答率  約５０％（１２００名中６００名回答） 
• 男女比  男性 ８７％ 女性 １３％ 
• 年齢構成 ２０代：２８％ ３０代：６０％ ４０代：１０％ ５０代：２％ 
• 役職別  担当：５４％ 主任：３２％ マネージャー：１１％  
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2004 年度以降のオピニオン・サーベイの推移状況は、【図 10-10】の通りである。 
 
「 非 常 に そ う 思 う 」 「 そ う 思 う 」 の 割 合 の 増 減
　 　 ２ ０ ０ ４ 年 度
　 　 　 → ２ ０ ０ ５ 年 度
　 　 　 ２ ０ ０ ５ 年 度
　 　 　 　 → ２ ０ ０ ７ 年 度
仕 事 に 満 足
仕 事 を 通 じ て 能 力 を 十 分 発 揮
仕 事 を 通 し て 自 己 の 成 長
積 極 的 な 取 り 組 み
処 遇 全 体 の 満 足
総 合 的 に 社 員 と し て 満 足
会 社 方 針 が 明 確 ―
会 社 方 針 に 魅 力 ―
事 業 部 方 針 が 明 確 ―






























 【図 10-4】2004年度から 2007年度のオピニオン・サーベイの推移とその間の人事制度等の状況 
 
２００１年    社内公募制度実施 
２００２年１０月 コンピテンシー理論による人事制度改定 
２００３年 ４月 決裁規定改定（エンパワーメント実施） 
２００３年 ９月 東証へ上場 












































































































































































発掘 ②キャリア・プランの明確化 ③生きがいを果たせる職務アサイン ④自律的な
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